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チドメグサ ウコギ（　　　　　　　　　科）

別名： ゼニクサ，チョウチングサ，ウズラグサ，カガミグサ

分布： 北海道を除く全国

Hydrocotyle sibthorpioides

主な生育場所

名前の由来：

＜生活史＞

生育期

開花・
結実期

地方の例(目安）

１年あたり　　　　　　　世代

＜一言うんちく＞

＜人との関わり合い＞

　水田の畦畔、路傍、庭先、芝地、野原

など、やや湿った環境下で見られる。刈

取りや踏みつけにも強く、開けた明るい

環境や被陰された場所でも見かけるが、

植物に完全に覆われる環境は好まない。

　　　　　　　　 水田や沼などでヒルに吸われたとき

に、葉を揉んで患部に貼り付けると血が止まるこ

とから。別名の銭草（ゼニクサ）は丸い葉の形が

お金に似ていることから。

　茎はよく分枝して地をはう多年生。

節からひげ根をだして繁殖する。表面

に光沢のある葉は互生し、直径1〜

1.5cmの円形で掌状に浅く裂ける。基

部は心形。葉は浅く裂け、さらに3〜5

個の歯牙がある。葉腋から長さ0.5〜

1.2cmの短い花柄を伸ばし、先に帯緑

色の花を10数個つける。花序は葉よ

り短い。果実は直径1mmの扁球形。

　やや日陰の湿った果樹園では一面に覆ってしまい害草となることがある。

また、芝地に生えると刈り払いで防除できずに、芝生を覆ってしまうと芝生の生

育を悪化させる。刈取りに強く、チドメグサで覆われてしまうと他の草が生えにく

くなることから、水田の畦畔では意図的にチドメグサを優占させるように誘導す

る場合もある。なお、湛水や耕耘には弱いので田内に生えることはあまりない。

チドメグサの仲間には収斂作用による止血成分が含まれ、止血の民間薬として古くから利用されてきた。一般的な方法は、

葉をよく洗い、揉む、磨り潰すなどして外傷部（擦過傷や切創などの出血性外傷）に塗布する。葉を洗ったあと乾燥すれば、生

薬のように服薬して用いることができる。食用に関しては記録がない。

チドメグサはかつてセリ科に属していましたが、最近の分類ではウコギ

科に編入されました。ウドやタラノキ、コシアブラなど野菜や山菜として

利用されるものが多く含まれるウコギ科ですが、今後さらにチドメグサの

分類的位置づけが変わる可能性があります。

【季語：秋】　オトギリソウ科のオトギリソウも別名、血止草と呼ばれ、オトギリソウを指している可能性がある。

明方の滝のよき音血止草　（飯田龍太）

首塚の影のうごかぬ血止草（渡辺　昭）

抜くたびに殖えてゐるなり血止草　（富沢みどり）

＜農業との関係＞

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月10月 １１月12月

＜俳句や短歌への登場＞

　　　　　　　　　　葉の切れ込みが深く、基部はV字形に開くのがノチドメ。オオチドメの

葉は直径1.5～３cmと大きく、花序は葉の位置よりも高く伸びる。また、ヒメチドメは葉

の直径0.5～1cmと小さく深く切れ込み、基部はV字形に開き、花も2～４個と少ない。

空き地に見られる群落

葉は深く切れ込み、基部がV字に

大きく開いたヒメチドメ

特　徴

関東

1

血止草

　学名：
ヒドロコティレ　シブトルピオイデス

浅い切れ込みの光沢のある葉が特徴

＜類似種＞
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